
２０２１年８月８日 主日礼拝 <洗礼式・転入会式> 
  

司  会   

祈  祷  

奏  楽                                    

                                     

賛  美             聖歌５０２番「わが主はまことの牧者」 

  （ほめよイエスの御名を） （聖霊さま、あなたを求めます） 

詩篇２３篇（P７６６）・「３つの愛」 

 

   聖  書  ①②                                                                                      ヨハネによる福音書１０章７～１１節 (P１５６) 

                                                                                       ③                                                                   ヨハネによる福音書１４章１～６節 (P１６４)                                                                          

 

音  楽                                               サインダンス(Ｖ）  

 

メッセージ   ①②                  「豊かな人生に生きる」           小林詩音副牧師   

                ③        「お父さん、お母さんご注意ください」大川従道主任牧師   

 

賛  美                                                  「大波のように神の愛が」 献金 

頌  栄                    「主の祈り」 アーメン 

                                                                   祝   祷                                                    

 
 

【大和ニュース】      

☆受洗おめでとう！①平田くん（小４） ②山崎兄（アブラハム会） 

☆転入会者を祝します。①崔（チェ）姉（ハンナ会）②山崎姉（中３） 

・ 本日、チャーチセキュリティの会（１２：３０ シャローム館）、J.Plus（青年・学生・中高生会） 

 

* 今週も祈祷会を大切に！        ①水曜夜７時 ②木曜朝１０時半・説教者は坪井副牧師。 

・ 明日予定のＳＳデイキャンプは、コロナ禍のため、延期となりました。 

・ 「英語礼拝」は土曜１４：００。予約制、日本語通訳あり、森チャペル。 

* 緊急事態宣言に伴ない、集会の出席を県内の方々に制限します。なお特例は、 

ワクチン接種完了者で、公共交通機関を使用しない町田市内の方々。 

「
苦
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と
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が
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石の枕  
  

東京聖書学院の２年生１９才の頃のこと。米国の宣教師が私たち神学生に 

対して大変失礼なことをした。自宅まで行って謝罪を求めたら、とても丁寧に 

あやまって下さった。しかし、その程度では腹の虫がおさまらず、私はニコリ 

ともせず、その場を立ち去ろうとした。すると宣教師は「オオカワさん！あなたの 

顔はクリスチャンの顔ではありません。笑顔になって帰って下さーい？！」 

 なんと６０年もまえのことをハッキリと想い出させる恥ずかしい歴史のヒトコマで 

ある。私の内側が聖められていない時代のことである。 

 先週お話し致しましたミケランジェロ物語はすごかったですね。一生忘れないで 

下さい。『サン・ピエトロのピエタ』についての発言でした。 

 聖母マリアが非常に若々しく美しく表現されていることについてのアスカニオ・ 

コンディヴィという彫刻家仲間に語ったことばは、心に深く刻んでほしい。 

 「純潔な女性がそうでない女性よりも瑞々しいままでありつづけるという 

ことを君は知らないのか？いわんやマリアにおいてをやだ。彼女は肉体を衰え 

させるような劣情を一度も抱いたことがないのだからな。」 

 『劣情』とは、広辞苑では「いやしい心情、肉情、情欲」とあるが、まさに 

ガラテヤ書５章１９節以下にある「肉の働き」のことであろう。しっと、怒り、 

ジェラシー、偽り、憤り、イジワル、乱暴なことば、ねたみ、憎しみ、泥酔等々 

が動きまわって人間をダメにする。劣情、肉の働きはそれであろう。 

 しかし、マリアがひとりで実践できたのではない。御使の言葉に注目したい。 

「聖霊があなたに臨み、いと高き者の力があなたをおおうでしょう」（ルカ福 

音書１の３５）。 

 私たちの品性が、また言動が聖く守られるのは、この「聖霊様の力と覆い」 

があるからでしょう。「ピエタ」はまさに、主の御慈悲・あわれみを現わします。 

 あまりにも深いレーマなので、主の前に沈黙というところです。ハレルヤ！ 

 

 

☆若い頃に流さなかった汗は、年老いてから涙となって流れる。（灰谷健次郎述） 

☆「あなたが歩む一歩一歩、私はあなたの前に道をひらく。」（箴言４の１２、シリヤ語訳） 
 

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：ローマ８章～１３章 Bコース：詩篇８２篇～１０２篇 


